
秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
受
章

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
塚
部
　
　
和
さ
ん

▼
塚
部
　
　
和
さ
ん

（
立
花
台
三
丁
目
）

（
立
花
台
三
丁
目
）

　
元
伊
万
里
市
長

　
元
伊
万
里
市
長

▼
上
田
　
敏
雄
さ
ん
（
柳
井
町
）

▼
上
田
　
敏
雄
さ
ん
（
柳
井
町
）

　　��

元
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
歯
科

元
一
般
社
団
法
人
佐
賀
県
歯
科

医
師
会
副
会
長

医
師
会
副
会
長

▼
市
原
　

▼
市
原
　
康康や

す
や
す

之之ゆ
き
ゆ
き

さ
ん
さ
ん

（
山
代
町
久
原
一
区
）

（
山
代
町
久
原
一
区
）

　
元
公
立
中
学
校
長

　
元
公
立
中
学
校
長

▼
大
久
保
　

▼
大
久
保
　
清清き

よ
き
よ

秀秀ひ
で
ひ
で

さ
ん
（
平
尾
）

さ
ん
（
平
尾
）

　
元
市
消
防
団
分
団
長

　
元
市
消
防
団
分
団
長

▼▼
久久くく

原は
ら
は
ら

　　
正正

し
ょ
う

し
ょ
う

三三ざ
ぶ
ざ
ぶ

さ
ん
（
中
通
）

さ
ん
（
中
通
）

　
元
佐
賀
県
警
部

　
元
佐
賀
県
警
部

▼
石
丸
　

▼
石
丸
　
春春は

る
は
る

光光み
つ
み
つ

さ
ん
（
木
須
西
）

さ
ん
（
木
須
西
）

　　��

株
式
会
社
伊
万
里
春
光
園
代
表

株
式
会
社
伊
万
里
春
光
園
代
表

取
締
役

取
締
役

▼
前
田
　

▼
前
田
　
清清せ

い
せ
い

次次じじ

さ
ん
（
正
力
坊
）

さ
ん
（
正
力
坊
）

　
清
峰
窯
代
表

　
清
峰
窯
代
表

叙
　
勲

旭
日
小
綬
章

旭
日
小
綬
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

褒
　
章

黄
綬
褒
章

黄
綬
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

市
教
育
委
員
会
表
彰
式

　
11
月
11
日
、
伊
万
里
市
教
育
委

員
会
表
彰
式
が
市
役
所
で
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
文
化
の
日
に
ち
な
み
、

教
育
や
学
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人

や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

↑市教育委員会表彰受賞者の皆さん（前列）

統
計
功
績
者
表
彰
受
賞
者

あ
べ

【
学
校
教
育
】

▼
小こ

田た

部べ 

徳の
り

浩ひ
ろ

さ
ん
（
脇
田
）

▼
宗そ
う 

誠
さ
ん
（
栄
町
）

▼
草
場 

淳
じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
（
有
田
町
）

▼
古
川 

葉
子
さ
ん

（
二
里
町
東
八
谷
搦
）

▼
中
尾 

み
よ
せ
さ
ん
（
正
力
坊
）

【
文
化
振
興
】

▼
古
川 

恭
子
さ
ん
（
福
野
）

【
音
　
楽
】

▼
伊
万
里
小
学
校
コ
ー
ラ
ス
部

【
ス
ポ
ー
ツ
】

▼
通か
よ

谷た
に 

律り
つ

さ
ん
（
つ
つ
じ
ヶ
丘
）

▼
　
松ま
つ 

柊し
ゅ
うさ
ん
（
二
里
町
福
母
）

知
事
表
彰

▼
吉
武 

龍
一
郎
さ
ん（

山
代
町
楠
久
）

▼
渡わ
た

邉な
べ 

清
さ
ん
（
二
里
町
川
東
）

▼
松
尾 

正
典
さ
ん
（
渚
）

▼
野
林 

由
紀
子
さ
ん
（
上
ノ
山
）

■募集職種・採用予定人数
▷一般事務 【一 般】・【社会人】　　５人程度

▷社会福祉士 【一 般】・【社会人】　２人程度

▷土　木 【一 般】・【社会人】　　　２人程度

▷保健師 【一 般】・【社会人】　　  １人程度

▷文化財担当職 【社会人】　　　　 １人程度

■受付期間
　12 月１日（木）〜 16 日（金）

　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日を除く

※郵送の場合は、16 日の消印まで有効です。

■１次試験
●試験日　　令和５年１月 15 日（日）

●試験会場　伊万里市役所

■受験資格、申込書・試験案内の請求
　詳しくは、市ホームページで確認してください。

※市ホームページはこちらから→

■申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１

　総務課職員係（　☎ 23 ｰ 2127）

令和令和５５年年４４月採用の月採用の
伊万里市職員伊万里市職員を募集します！を募集します！《第２回採用試験》《第２回採用試験》

15 2022.12広報伊万里

インフォメーションi



■
決
算
認
定
（
７
件
）

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
決
算
、

特
別
会
計
決
算
３
件
、
企
業
会
計

決
算
３
件
に
つ
い
て
認
定
を
受
け

た
も
の
で
す
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
６
・
７
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
15
億
９
６
２
４

万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
、
３
１
１
億

２
０
９
０
万
２
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

※
歳
出
補
正
の
主
な
も
の

【
第
６
号
】

▽
市
税
等
賦
課
徴
収
事
業１

０
４
万
円

▽
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

５
０
５
万
円

▽�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業  

３
億
４
４
１
０
万
円

▽�

市
街
地
・
商
店
街
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
開
催
支
援
事
業

　 

30
万
円

▽�

実
家
に
帰
ろ
う
住
宅
改
修
等
支

援
事
業
　
　
　
　 

８
６
０
万
円

▽
消
防
用
設
備
管
理
事
業

79
万
円

▽�

東
陵
中
校
区
小
中
一
貫
校
等
整

備
事
業
　
　
　
　 

８
３
４
万
円

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

（
５
件
）

　
委
員
小
野
龍
り
ゅ
う

太た

氏
、
梶
原
敏
雄

氏
、
福
地
佳か

野や

氏
、
松
尾
ふ
き
子

氏
、
髙
木
和
之
氏
の
任
期
が
、
そ

れ
ぞ
れ
12
月
31
日
で
満
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
梶
原
氏
、
福
地
氏
、

松
尾
氏
、
髙
木
氏
を
再
推
薦
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
松
本
裕ひ

ろ

史ふ
み

氏

を
推
薦
し
た
も
の
で
す
。

　
市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
14
人
の
議
員
か
ら
31
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

は
、
審
査
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
・
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
伊
万
里
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月

２
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
定

例
会
で
は
、
条
例
議
案
３
件
、
一
般
議
案
４
件
、
決
算

議
案
７
件
、
予
算
議
案
５
件
、
報
告
１
件
、
決
議
案
１
件
、

諮
問
５
件
の
審
議
、
ま
た
一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
、

同
意
、
認
定
、
異
議
な
い
旨
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
第
７
号
】

▽�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
支
給
事
業

３
億
７
０
４
５
万
円

※�

関
連
記
事
を
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

▽
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

２
７
９
万
円

▽�

消
防
団
施
設
整
備
支
援
事
業36

万
円

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
（
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付

金
）
を
活
用
し
て
取
り
組
む
事

業
は
、
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
構
成
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

に
係
る
公
費
負
担
の
限
度
額
を
引

き
上
げ
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し

た
も
の
で
す
。

■�

市
立
幼
稚
園
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

　
園
児
数
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、

令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
市

立
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

■
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更

　
伊
万
里
中
学
校
校
舎
建
築
工
事
の

請
負
金
額
を
変
更
し
た
も
の
で
す
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
委
員
松
永
真し

ん

治じ

氏
の
任
期
が
９

月
30
日
で
満
了
す
る
た
め
、
新
た

に
藤
田
樹

い
つ
き

氏
を
任
命
し
た
も
の

で
す
。

■�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
な
ど
の
改
正
に
伴

い
、
育
児
休
業
の
取
得
要
件
の
緩

和
な
ど
に
よ
る
所
要
の
措
置
を
講

じ
る
た
め
、
条
例
を
改
正
し
た
も

の
で
す
。

■�

市
の
議
会
議
員
又
は
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
の
作

成
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
の
改
正
に

伴
い
、
市
議
会
議
員
と
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
使
用
と
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
成

条
例
議
案

予
算
議
案

一
般
議
案

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

議

会

報

告

議

会

報

告

決
算
議
案

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

決
　
議

令和３年度
決算審査特別委員会

川田 　耕一

西田 晃一郎

山口 　常人

中山 　光義

前田 　敏彦

前田 　邦幸

松尾 　真介

香月 　孝夫

山口 　恭寿

井手 　　勲

梶山 　　太

馬場 　　繁

松尾 　雅宏

松永 　孝三

前田 　久年

樋渡 　雅純

笠原 　義久

（敬称略）

（委 員 長）盛　 　泰子

（副委員長）加藤 奈津実

委
員
会
報
告

諮
　
問

物価高騰の影響による物価高騰の影響による

伊万里市の独自支援
　エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けた生
活者や事業者の負担を軽減するため、国の『新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生臨時交付金』に、『電力・ガス・食
料品等価格高騰重点支援地方交付金』が新たに追加されたこ
とから、関係する支援事業に取り組みます。

● 問合先　企画政策課企画１係（☎ 23 ｰ 2124）

生活者支援（市民対象）

◆�省エネ家電買替え促進事業

　エネルギー価格高騰に直面する市民生活の負担

を軽減するため、古いエアコンや冷蔵庫を省エネ

性能の高い製品に買い替える市民に、費用の一部

を補助します。

【 補助率 】　本体価格（税抜き）の１／４
※非課税世帯は１／３
※�補助の台数は１世帯当たり１台限り、上限は
５万円です。

【 �受付開始日 】　12 月５日（月）

【 申請方法など 】
　�広報伊万里と同時に、各家庭に配付しているチ
ラシで確認してください。

●問合先
　環境政策課脱炭素社会推進室（☎ 23 ｰ 2144）

事業者支援（福祉・介護・医療・教育）
　物価高騰により影響を受けている施設などに、

支援金を支給します。

◆�障がい福祉施設物価高騰対策支援事業
【 �対　象 】　障がい福祉施設 50 施設
●問合先
　福祉課障がい福祉係（☎ 23 ｰ 2156）

◆�介護保険施設等物価高騰対策支援事業
【 �対　象 】　介護保険施設など 138 施設
●問合先
　長寿社会課介護給付係（☎ 23 ｰ 2154）

◆�保育所等物価高騰対策支援事業
【 �対　象 】　私立保育園など 36 施設
●問合先
　子育て支援課保育係（☎ 23 ｰ 2174）

◆�医療機関等物価高騰対策支援事業
【 �対　象 】　医療機関など 92 施設
●問合先
　健康づくり課健康推進係（☎ 22 ｰ 3916）

◆�私立高等学校物価高騰対策支援事業
【 �対　象 】　私立高校１校
●問合先
　学校教育課学校教育係（☎ 23 ｰ 3185）

事業者支援（中小事業者）

事業者支援（畜産業・農業）

◆�畜産物生産費高騰対策支援事業

　畜産物の生産費（配合飼料や動力光熱費など）

増加による農家の負担を軽減するため、支援金を

支給します。

【 �対　象 】　市内肉用牛肥育・繁殖農家、市内養

鶏農家（採卵鶏・肉用鶏）
●問合先　農業振興課営農流通係

（☎ 23 ｰ 2557）

◆�第２次施設園芸等燃料高騰対策支援事業
【 �対　象 】（すべてに該当する農業者）
▷�市内在住の個人または、市内に事業所を置く法人

▷�市内の園芸施設で、農産物を加温栽培し、Ａ重

油または灯油、ＬＰガスを使用していること

▷�支援金の受給後も、農産物を栽培する意思があ

ること

【 �対象経費 】　令和４年 10 月１日〜令和５年１

月 31 日（火）に、基準単価を超える金額で購

入したＡ重油または灯油、ＬＰガスの購入費用

【 �支援金額 】　購入量に支援単価をかけた金額（上

限 30 万円）

【 �申請方法 】　ＪＡ伊万里部会員は、伊万里市農

協に申請。�それ以外は問合先に申請
●問合先　農業振興課営農流通係

（☎ 23 ｰ 2557）

◆�第３次経営改善チャレンジ支援事業

　生産性向上の取り組みや、省エネによるコスト

削減の取り組みに挑む中小事業者などに対して、

必要経費の一部を補助します。

※ �11 月 14 日から募集を開始しているため、広

報伊万里の発行時点で募集を終了している可能

性があります。ご了承ください。

【 補助金額 】
▷�生産性向上の取り組み
　１事業者当たり上限100万円
※デジタル化などの取り組みは上限150万円
※�市内５事業者以上で構成する団体は、１団体当
たり上限200万円
▷�省エネによるコスト削減の取り組み
　１事業者当たり上限150万円
●問合先　企業誘致・商工振興課

（☎ 23 ｰ 2184）
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〜 
「
誰
か
」
の
こ
と
　
じ
ゃ
な
い
。
〜

●

問
合
先

▽
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（
　
☎
23
‐
２
１
９
０
）

▽
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

12
月
４
日
〜
10
日
は
『
人
権
週
間
』
で
す

　
人
類
は
世
界
大
戦
の
惨
禍
か

ら
、
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で

あ
る
こ
と
を
学
び
、
１
９
４
８
年

（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、
第
３

回
国
連
総
会
で
『
世
界
人
権
宣
言
』

を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
の
世
界
人

権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重
の

原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
日

本
で
は
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

の
一
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

ー 令和４年度啓発活動強調事項 ー

・女性の人権を守ろう

・子どもの人権を守ろう

・高齢者の人権を守ろう

・障がいを理由とする偏見や差別をなくそう

・部落差別（同和問題）を解消しよう

・アイヌの人々に対する偏見や差別をなくそう

・外国人の人権を尊重しよう

・感染者に関連する偏見や差別をなくそう

・�ハンセン病患者・元患者やその家族に対する偏見や差別をなくそう

・�刑を終えて出所した人やその家族に対する偏見や差別をなくそう

・犯罪被害者やその家族の人権に配慮しよう

・インターネット上の人権侵害をなくそう

・北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

・ホームレスに対する偏見や差別をなくそう

・�性的指向及び性自認（性同一性）を理由とする偏見や差別をなくそう

・人身取引をなくそう

・震災等の災害に起因する偏見や差別をなくそう

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
か
ら
70

年
以
上
が
経
っ
た
今
も
、
世
界
を

見
渡
す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
、
戦
争
や
紛
争
は
後

を
絶
た
ず
、
今
も
世
界
各
地
で
人

権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
一
度
、
一
人
一
人
が
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　人権問題には、どのようなものがあるのでしょうか。法務省が掲げ
ている人権啓発活動の強調事項を紹介します。

さまざまな人権問題さまざまな人権問題

　
女
性
や
子
ど
も
、高
齢
者
へ
の
人
権
侵
害
、部
落
差
別
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
。
近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
情
報
の
発
信
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
な
ど
、
私
た
ち
の
周
り
に

は
、
依
然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
決
し
て
、自
分
以
外
の
『
誰
か
』
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
人
権
問
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、
一
人
一
人
が
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識
し
、
相
手
の
気
持
ち
を
自
分
に
重

ね
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【出 典：法務省ウェブサイト
（https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken134.html）】

●みんなの人権１１０番

　☎ 0570-003-110
　平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分
●子どもの人権１１０番

　☎ 0120-007-110
　平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分
●女性の人権ホットライン

　☎ 0570-070-810
　平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分
●外国語人権相談ダイヤル

　☎ 0570-090-911
　平日の午前８時 30 分〜午後５時 15 分
●人権啓発センターさが

　☎ 0952-25-7229
　平日の午前９時〜午後５時

一人で悩まず、
相談してください

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
と
は
、
２
０
１
５
年
（
平
成

27
年
）
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
国
連

加
盟
国
が
達
成
す
べ
き
目
標
で
す
。

　『
貧
困
を
な
く
そ
う
』、『
質
の
高

い
教
育
を
み
ん
な
に
』、『
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
』、『
平

和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
』
な

【出 所：国際連合広報センター】

ど
、
17
の
ゴ
ー
ル
（
目
標
）
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
文
に
は
、
地
球

上
の
『
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

（leave n
o
 o
n
e b
eh
in
d

）』
が

う
た
わ
れ
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

根
底
に
あ
る
の
は
、『
人
権
』
の
尊

重
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
根
底
に
あ
る
の
は

『
人
権
』
で
す

市の啓発活動を紹介します！市の啓発活動を紹介します！
◆伊万里じんけんシアター
●内　容　拉致問題啓発映画『めぐみへの誓い』の上映
●日　時　12 月 10 日（土）

▷１部　午前 10 時～正午（午前９時 30 分開場）

▷２部　午後２時～４時（午後１時 30 分開場）
●会　場　市民図書館 ホール

※入場無料、事前の申し込みが必要です。

◆ハートフルタイム2022
　〜誰もが自分らしく輝けるように〜
●内　容
　�伊万里高校の生徒を中心に組織した『ハートフルフォーラ

ム 2022 in 伊万里実行委員会』制作の人権啓発番組をケー

ブルテレビで放映します。
●放送プログラム
　�これって愛？～気付こうデートＤＶ、校則と人権について

考えよう
●放送予定
　【伊万里ケーブルテレビジョン】
▷日　程　12 月６日（火）・８日（木）・13 日（火）・15 日（木）

▷時　間　�午前 10 時 15 分

　　　　　午後１時15分・４時15分・７時15分・10時15分

　【西海テレビ】
▷日　程　�12 月６日（火）・７日（水）・８日（木）・９日（金）・

27 日（火）・28 日（水）・29 日（木）

▷時　間　�正午、午後３時・９時

◆小・中学生の人権・同和教育作品展
●内　容
　標語や書道など、人権をテーマにした小・中学生の作品展示
●期　間　12 月１日（木）～ 13 日（火）

※５・12 日（月）は休館です。
●時　間　午前 10 時～午後６時（最終日は午後４時まで）
●会　場　市民図書館 展示ホール

◆人権啓発パネル展
●内　容
　�伊万里人権擁護委員協議会との協働で、さまざまな人権問

題についてのパネルを展示
●期　間　12 月７日（水）～ 16 日（金）

※ 12 日（月）は休館です。
●時　間　午前 10 時～午後６時（最終日は午後４時まで）
●会　場　市民図書館 企画展示室

◆街頭啓発活動
● �内　容　伊万里人権擁護委員協議会・伊万里高校との協働

で、啓発リーフレットなどを配布
●日　時　12 月２日（金）午後５時～５時 30 分
●場　所　伊万里駅周辺 ほか
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● 申請・問合先　福祉課福祉総務係（ 　☎ 23 ｰ 2120）

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金を支給します

年末年始の業務案内

市役所・公共施設 28（水） 29（木） 30（金） 31（土） １（日・祝） ２（月・祝） ３（火） ４（水）

市役所の業務 休　業

コミュニティセンター 休　業

市民センター 休　業

市民図書館 　　　　休　業

体育施設（国見台など） 休　業

子育て支援センター 休　業

休日保育（大坪保育園） 休　業

医　療 28（水） 29（木） 30（金） 31（土） １（日・祝） ２（月・祝） ３（火） ４（水）

休日・夜間急患医療センター ★午後８時〜10時・小児科のみ 午前９時〜午後５時・成人も可 ★

ごみ収集など（衛生） 28（水） 29（木） 30（金） 31（土） １（日・祝） ２（月・祝） ３（火） ４（水）

ごみの収集 休　業

し尿の汲み取り 休　業

さが西部クリーンセンター 休　業

いまりんバス 28（水） 29（木） 30（金） 31（土） １（日・祝） ２（月・祝） ３（火） ４（水）

市街地線 祝日ダイヤで運行します

郊外線・地域線 休　業

※�電話してから来
所してください。

☎ 23-9910

● 問合先
　�環境政策課

リサイクル推進係
☎ 23-2145

※�休業期間は、集積
所にごみを出さ
ないでください。

※�出生や死亡、婚姻
などの戸籍の届け
出は、市役所当直
室で受け付けます。

　主な施設･業務の年末年始の休業日は、次のとおりです（空欄は、通常業務）。

いまりんバスロゴ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
③

　
こ
ん
に
ち
は
～
！
相あ

い

木き

菜な

月つ
き

で
す
！

　
今
年
で
３
回
目
と
な
る
川
内
野
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
『
イ
ノ
ピ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
』

を
初
め
て
快
晴
の
も
と
、
開
催
し
ま
し
た
。

い
の
し
し
除
け
の
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
に
飾
ら
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

彩
り
の
な
か
、
田
ん
ぼ
で
開
く
コ
ン
サ
ー

ト
で
、
毎
年
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
会
場
近
く
で
色
づ
い
た

１
０
０
０
本
の
コ
キ
ア
畑
で
、
佐
賀
大
学

生
に
よ
る
ド
リ
ン
ク
の
販
売
や
、
そ
の
上

に
あ
る
棚
田
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン
プ
場

も
、
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
佐
賀
大
学
生
の
頃
か
ら
、
川
内
野
の
イ

ベ
ン
ト
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
初
め

て
運
営
側
に
回
る
と
、
や
は
り
川
内
野
の

人
た
ち
の
や
る
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
川

内
野
の
人
は
、
イ
ベ
ン
ト
前
は
寒
い
中
、

連
日
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
補
修
を
自
分

の
仕
事
の
合
間
に
し
て
い

て
、
当
日
は
、
学
生
と
の

交
流
を
欠
か
さ
な
い
姿

に
、
ま
さ
に
地
域
お
こ

し
の
鏡
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
私
も
本
当
の
『
お
も

て
な
し
』
が
、
心
か
ら
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

と
思
っ
た
１
日
で
し
た
。

← �10 月 29 日に開催したコン
サートでのスタッフの皆さん

　支給額　　　１世帯当たり５万円

　対象世帯

⑴住民税非課税世帯
　�令和４年９月 30 日時点で伊万里市に住民票があり、

世帯全員の令和４年度 ( 令和３年分の収入 ) 住民税

均等割が非課税である世帯

⑵家計急変世帯
　�予期しない事情で、令和４年１月〜 12 月の家計が

急変し、同一世帯の人全員が住民税均等割非課税の

世帯と同様の事情にあると認められる世帯

※�⑴・⑵ともに、一人暮らしの学生などや住民税が課

税されている人の扶養親族のみの世帯は対象外です。

　申請方法　
⑴住民税非課税世帯

①市から確認書（申請書）を送付している世帯
　�世帯員全員が令和４年度住民税均等割が課税されて

いないことが確認できた世帯には、『確認書（申請

書）』を郵送しています。確認書に必要事項を記入し、

必要書類とあわせて郵送または持参してください。

※�住民税が課税されている人の扶養親族のみの世帯な

ど、対象世帯の要件に該当しない場合は、問合先に

連絡してください。

②窓口での申請が必要な世帯
　�次のとおり住民税に関する情報を確認することがで

きない人がいる世帯は、福祉課での申請が必要です。

▷�令和３年分の収入を未申告（一部未申告を含む）の

人がいる世帯

▷�令和４年１月２日以降に、市外から転入した人がい

る世帯

⑵家計急変世帯　福祉課での申請が必要です。

　�郵送先　　

　〒 848-8501 伊万里市立花町 1355 番地 1

　伊万里市役所　福祉課福祉総務係

　電力やガス、食料品などの価格高騰による家計への負担増を支援するため、特に影響が大きい住民税非課税

世帯などを対象に、１世帯当たり５万円の緊急支援給付金を支給します。

↑�詳しくは、市ホームページで
確認してください。

申請期限

令和５年１月31日（火）

●問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎ 23 ｰ 4122）

　市では、国の指示のもと、12 歳以上の人に新型コロナウイルスワクチンの追加接種（３・４・５回目接種）を実施

しています。

新型コロナウイルスワクチン接種

市内の３・４回目の接種状況市内の３・４回目の接種状況
【３回目接種】
▷60 歳以上　94.1％

▷50 歳代　　81.2％

▷40 歳代　　69.3％

▷39 歳以下　39.1％　　合　計　69.3％

【４回目接種】
▷60 歳以上　80.6％

▷50 歳代　　41.1％

▷40 歳代　　26.8％

▷39 歳以下　  9.1％　　合　計　43.1％

※ 11月 14日接種済までで集計
※令和４年１月１日の人口をもとに集計

　12 歳以上の人は、３回目以降のワクチンを接種するときの

前回との接種間隔が、３か月に短縮されました。

　前回接種から３か月経過した人に、順次接種券を発送してい

ます。接種希望者は、接種券が届いたら、同封しているチラシ

などを確認して予約してください。

　初回接種（１・２回目）を終えた人が、３回目以降の接種を

受ける場合、オミクロン株対応（ＢＡ．１対応型または、ＢＡ．

４/ ５対応型）のワクチンを１回接種することとされています。

　オミクロン株対応ワクチンは、初回接種が完了しないと接種

できません。初回接種は、引き続き従来型のワクチンを使用し

ます。

　この２年間、新型コロナウイルス感染症は年末年始に流行しています。

　新型コロナウイルスワクチンは、感染や重症化を予防する高い効果が認められています。

ワクチンの接種は、皆さん自身を守るだけでなく、家族や友人、高齢者など大切な人を守

ることにもつながります。

　感染しない、感染させないためにも、年内のワクチン接種をぜひ検討してください。

年内のワクチン接種の検討を！年内のワクチン接種の検討を！

接種間隔が短縮されました接種間隔が短縮されました

使用するワクチン使用するワクチン
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Ｎｅｔ（ネット）119 緊急通報システムを導入します
〜 音声による119番通報が困難な人をサポート 〜

令和５年３月１日（水）
　　　　　　　運用開始

　『Ｎｅｔ（ネット）119 緊急通報システム』は、聴覚・言語機能障がい者など、

会話が困難な人が携帯電話やスマートフォンなどを利用して、素早く 119 番

に通報できるシステムです。

　携帯電話やスマートフォンなどから、「火事か、救急か」、「現在地はどこか」

などを画面で選択、入力することで、情報を伝えることができます。
●対　象
　�伊万里市か有田町に在住・通勤・通学していて、聴覚・言語機能障がい者な

ど、音声による会話が難しい人（身体障がい者手帳の有無は、問いません）
●料　金　�システムの登録料や利用料は無料です。

■画面上での操作手順（イメージ）

①�『火事』『救急』の
いずれかを選択

火事ですか？
救急ですか？

火　事

②�『自宅』または事前
に登録した『よく行
く場所』を選択

現在地はどこで
すか？

自　宅救　急 外出先

③�『通報する』のボタ
ンをタップして通報

通報場所が違うとき
は、地図上でタッチ

通報する

●問合先　伊万里・有田消防本部警防課通信指令室（☎ 23 ｰ 2119）

④�通報が受け付けられ
ると、チャット画面
に切り替わります。

通報が受理されま
した。
消防本部との会話
が可能です。
消防本部
伊万里・有田消防
本部です。
救 急 通 報 で す ね。
ご自宅ですか。
通報者
いいえ。
伊万里市役所のロ
ビーにいます。

■Ｎｅｔ 119緊急通報システムの利用には、事前の登録が必要です
〜 説明会・登録会を行います 〜

【第１回】
●日　時　令和５年１月 20 日（金）午後２時〜

（約２時間）
●場　所　伊万里消防署（立花町）

【第２回】
●日　時　令和５年１月 21 日（土）午前 10 時〜

（約２時間）
●場　所　有田消防署（有田町）

●申込期限　令和５年１月 10 日（火）
●申込方法
　ファックス（様式は自由）またはメールで連絡

※�題名を『Ｎｅｔ 119 参加申込』として、氏名・年齢・

住所・希望会場を連絡してください。
●申込先　伊万里・有田消防本部警防課通信指令室

▷ファックス　23 ｰ 5119

▷メール　shirei@imari-ar i ta119.saga.jp

▷説明会・登録会の参加は、事前の申し込みが必要です。

▷�当日は、ＧＰＳ機能付き携帯通信端末（インターネットに接続するこ

とができるスマートフォンやタブレット、フィーチャーフォンなど）

を持ってきてください。

▷説明会・登録会では、手話通訳・筆談などを交えて実施する予定です。

メールはこちらから→

お
願
い

インフォメーションi

第 56回 子ども話し方大会第 56回 子ども話し方大会
　11 月３日、市民図書館で第 56 回子ども話
し方大会がありました。これは、伊万里市子
ども会連合会が『美しいことばと豊かな心を
育てる少年のつどい』をテーマに、毎年開催
しているものです。
　各町・地区子ども会から 21 人が参加しま
した。子どもたちは、学校生活でチャレンジ
したことやふるさとへの誇り、夢の実現など
について、体験を通した自分の考えを力強く
発表しました。

中学生の部 小学生の部

『過去を背負って、今を生きる』『過去を背負って、今を生きる』
東山代町子ども会東山代町子ども会

坂口　坂口　陽陽
ひひ

菜菜
なな

さん（国見中３年）さん（国見中３年）

『私の好きな大川小学校』『私の好きな大川小学校』
大川町子ども会大川町子ども会

向向
むこうむこう

　菜々子 　菜々子 さん（大川小６年）さん（大川小６年）

最優秀賞最優秀賞

成　績 学校・学年 氏　名 演　題 子ども会

市子ども会連合会賞
山代西小６年 通

とおり

山
やま

　笑
に

幸
こ

最高のクラスメイト 山代町

牧島小６年 津上  遼太朗 二つの家族 牧　島

市青少年育成市民会議賞 大川内小６年 内山　希
のぞ

泉
み

卒業を前に 大川内町

市教育委員会賞 立花小６年 渡邊  ひかり 勇気のおはようございます 立花地区

市社会福祉協議会賞 黒川小６年 古竹　彩
さい

華
か 「がんばれ、彩

さい

ならできる」
お母さんの魔法の言葉 黒川町

市小中学校連合ＰＴＡ賞 松浦小６年 山口　りみ 響け、肥前松浦子ども太鼓 松浦町

市防犯協会賞 東山代小６年 伊藤  歩
ふ

実
み

花
か

大好きな伊万里 東山代町

伊万里ケーブルテレビジョン賞 大坪小６年 大川内  愛
ま

菜
な

私はアナウンサーになる 大坪地区

西海テレビ賞 山代東小６年 川久保  恋
れん

香
か

私が好きな百人一首 山代町

伊万里青年会議所賞 二里小６年 前田　星
し

音
おん

私の目指す夢 二里町

伊万里商工会議所青年部賞 南波多郷学館６年 石堂　凛 私は専務 南波多町

市民図書館賞 伊万里小６年 柳
やな

井
い

　美
よし

乃
の

今の自分にできること 伊万里地区

成　績 学校・学年 氏　名 演　題 子ども会

市子ども会連合会賞 山代中３年 山口　花
は

菜
な

私を変えたもの 山代町

市青少年育成市民会議賞 伊万里中３年 谷本  早
さ

夏
な

江
え

言
こと

　霊
だま

大坪地区

市教育委員会賞 啓成中３年 日髙　士
し

進
しん

なりたいものになる為
ため

に 伊万里地区

市社会福祉協議会賞 南波多郷学館９年 井手　彩
あや

私にできること 南波多町

市小中学校連合ＰＴＡ賞 青嶺中３年 井手　彩
あや

乃
の

ミュージカルに出会えて 黒川町

小学生の部

中学生の部

『いのちについて考えたこと』『いのちについて考えたこと』
波多津町子ども会波多津町子ども会

畑畑
はたはた

山山
やまやま

　遼太 　遼太 さんさん
（波多津小６年）（波多津小６年）

優秀賞優秀賞

『仲間を信じて』　　『仲間を信じて』　　
大川町子ども会大川町子ども会

前田　前田　聖聖
せいせい

太太
たた

  さんさん

（東陵中３年）（東陵中３年）
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◆意見提出をお願いする資料
　⑴伊万里市災害廃棄物処理計画（案）
　⑵第２次伊万里市空家等対策計画（案）
　⑶�第５次伊万里市男女協働参画基本計画

〜あなたとわたしのきらめきプランⅤ〜（案）
◆意見募集期間
　⑴ 12 月１日（木）〜 24 日（土）
　※直接持参は 23 日（金）まで
　⑵ 12 月１日（木）〜 26 日（月）
　⑶ 12 月５日（月）〜 28 日（水）
◆案の公表場所・入手先
①�各問合先、情報政策課情報公開・統計係、各コミュ

ニティセンター、市民図書館
②市ホームページ
　https://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　�意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のう

え、次のいずれかの方法で提出してください。
①メール
　⑴ kankyou@city.imari.lg.jp

　⑵ juutaku@city.imari.lg.jp
　⑶ kikaku@city.imari.lg.jp
②郵　便
　〒 848-8501
　伊万里市立花町 1355 番地１　伊万里市役所
※宛名は、各問合先を記入してください。
③直接提出
　�案の公表場所・入手先の①のいずれかに、持参

してください。
④ファックス
　⑴ 23-2121
　⑵ 22-4562
　⑶ 22-7213
◆問合先
　⑴環境政策課リサイクル推進係

（ 　☎ 23-2145）
　⑵都市政策課住宅・空家対策係

（ 　☎ 23-2464）
　⑶企画政策課男女協働推進係

（ 　☎ 23-2115）

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　『第６次伊万里市総合計画（後期基本計画等）』（案）
に対する意見募集の結果、意見の提出はありません

でした。
●問合先　企画政策課企画１係（ 　☎ 23 ｰ 2124）

パブリックコメントの結果パブリックコメントの結果

　
　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
活
用
し
、
松
浦
町
藤

ふ
じ
の

川か
わ

内ち

区

が
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

整
備
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の

人
が
自
治
公
民
館
を
利
用
し
や
す

く
な
り
、
会
議
な
ど
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
収
入
を
財
源
と
す
る
社

会
貢
献
広
報
活
動
で
す
。
住
民
の

自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進
を
図
る
も
の
で
、
地
域
住
民

の
安
全
確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

不正薬物、テロに関する怪しい言動や不審な漂流物
などの情報は税関まで

税関密輸ダイヤル

☎0120 ｰ 4
シロイ

61 ｰ 9
クロイ

61

　税関は、明治５年、当時大蔵
省に在籍していた『渋沢栄一』
が、運

うん

上
じょう

所
しょ

・運上役所といっ
た名称が使われていたものを
『税関』に呼称を統一してから、
11 月 28 日で 150周年を迎え
ました。
　麻薬や覚醒剤などは、国民の
安全や健康に重大な悪影響を及
ぼします。
　税関は、社会の安全を守り、
経済の秩序を維持するため、海
港や空港で昼夜を問わず、密輸
の取締りにあたっています。

カスタム君

●問合先

　門司税関伊万里税関支署

（ ☎ 28 ｰ 2514）

水際で守る　日本の未来

税関 150 周年記念
ロゴマーク

税関 150 周年

藤川内区で整備した自治公
民館の会議用の机・いす

と
連
携
し
て
処
理
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
、
国
の
災
害
廃
棄
物
対
策

指
針
が
、
平
成
30
年
に
改
定
さ
れ

た
こ
と
、
近
年
の
豪
雨
災
害
の
状

況
な
ど
を
踏
ま
え
、
最
新
の
情
報

に
基
づ
き
計
画
を
改
定
し
ま
す
。

　
伊
万
里
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計

画
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で

す
。
災
害
発
生
時
に
は
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
や
団
体

⑴
『
伊
万
里
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
』（
案
）

　
少
子
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

核
家
族
化
に
よ
り
、
全
国
的
に
見

ら
れ
る
傾
向
と
同
様
、
市
で
も
空

家
な
ど
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
空
家
な
ど
は
そ
の
ま
ま
放
置
す

る
と
、
環
境
や
景
観
、
防
犯
、
防

火
な
ど
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
、
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

市
で
は
、
空
家
な
ど
に
関
す
る
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

　
平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
『
第

４
次
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
基

本
計
画
』
に
基
づ
き
、
誰
も
が
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で

き
る
男
女
協
働
参
画
社
会
の
確
立

を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
計
画
期
間
が
令
和
４
年

度
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た
な
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

す
る
た
め
、『
伊
万
里
市
空
家
等
対

策
計
画
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
29
年
度
に
策
定

し
た
計
画
を
改
定
す
る
も
の
で
、

計
画
期
間
は
令
和
５
〜
９
年
度
の

５
年
間
で
す
。
法
令
な
ど
の
改
正

や
社
会
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
空

家
な
ど
の
戸
数
の
変
化
を
反
映
さ

せ
る
計
画
と
し
、
内
容
は
、『
伊
万

里
市
空
家
等
対
策
協
議
会
』
で
審

議
し
、
改
定
し
ま
す
。

⑵
『
第
２
次
伊
万
里
市
空
家
等
対
策
計
画
』（
案
）

⑶
『
第
５
次
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
基
本
計
画

　
　
〜
あ
な
た
と
わ
た
し
の
き
ら
め
き
プ
ラ
ン
Ⅴ
〜
』（
案
）

● ��

問
合
先

　�

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り

推
進
係（
☎
23
‐
２
１
１
４
）

　
確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告
の

と
き
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
な
ど

を
持
っ
て
い
な
い
人
も
、
税
法
上

の
『
障
が
い
者
控
除
』
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は

『
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
通

知
書
』
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
必

要
な
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
象
者

　�

12
月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
２

以
上
の
人
の
う
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

▽�

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
が
、
ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
と
判

定
さ
れ
て
い
る
人

▽�

障
が
い
高
齢
者
の
日
常
生
活
自

立
度
（
寝
た
き
り
度
）
が
、
ラ

ン
ク
Ａ
以
上
と
判
定
さ
れ
て
い

る
人

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

※�

代
理
で
申
請
す
る
場
合
は
、
対

象
者
本
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

●

申
請
・
問
合
先

　
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
　
☎
23
‐
２
１
５
６
）

障
が
い
者
控
除
対
象
者

認
定
で
税
負
担
を
軽
減

新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・内容の変更となる場合があります。
詳しくは、各問合先に確認してください。

インフォメーションi
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